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 周辺の山々の紅葉も日増しに色付き、昨年より色が良いようです。10 月 18 日～

19 日、岡谷市で第６回中小企業サミットが開かれました。「高精度の技術や短納期

を強みにした加工技術の特化」を国内の戦略に考えている企業が多いとの事です。 

これに並行して開催された第５回諏訪圏工業メッセでは過去最大の 260 社が出展し、

諏訪の工業技術を全国に発信し盛会に終ったようです。当クラブの会員さんの企業

も多く参加しておりました。 

 

 先の北朝鮮の核実験実施直後、中朝国境の人民軍国境警備隊の会話に「戦争でも

勃発して一日も早くこのうっとうしい時代が終ればと思っている」と大変衝撃的な

発言が新聞に載っておりました。 

「巧妙な方法があり、金正日と上の頭だけ捕捉される事ができればと思う」「全面戦

争は良くないに決まっている」等々、独裁政権下での北朝鮮の民衆の本音で悲痛な

叫びではないかと思います。日本を射程に収めるミサイルを 200 発以上を持ち、日

本に攻撃を仕掛る可能性が最も高い国で核実験がされた事は、アジア圏にとって最

大の危機で憂慮すべき状況です。 

 

 ロータリーは政治論議をタブー視する向きがありますが、世界の平和を願い国際

奉仕や社会奉仕を提唱する団体が戦争や動乱について考え、声明を出す位の集団に

ならなくてはいけないかと思います。北朝鮮にロータリークラブが誕生するのは何

時になるでしょうか。 

 
 
 

・ 直前ガバナー事務所より 2005-06 年度年次報告書に誤りがありましたので訂正 
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第 2313 回例会 2006 年（平成 18 年）10 月 24 日（火）
司 会：宮坂 伸            ラッキーNo：No.32 矢島 實 
点 鐘：竹村一幸            演 奏：たき火、枯葉 
斉 唱：我等の生業 
結婚祝：竹村一幸、杉田隆夫、山岡晴男、吉江信介、山田正四郎、大橋正明
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し下さいとの事です。誤＝14 頁 講師 松本城 RC 直前会長 西川偵人氏   

正＝百瀬創造教育研究所代表 百瀬昭次氏 

・ カノラ少年少女合唱団演奏会〈11/19(日)午後 2:30 開演〉の招待券が 2枚来てお

ります。希望の方に差し上げます。幹事までお申し出下さい。 

・ 10/29(日)の地区大会(飯田)に参加される方はホテル岡谷さんを午前 7 時にバス

が出ますのでご利用下さい。 

・ 小野副会長に埔里 RC 創立 42 周年式典にクラブを代表して参加して頂きました。

記念誌を回覧します。埔里 RC より伝言で 45 周年式典には皆さんのご出席をお待

ちしておりますとの事です。 

 

 

7月の豪雨災害は岡谷市制施行70周年以来、かつて経験した事ない大災害でした。 

今日は災害現場の写真を見て頂きながら解説をさせて頂き、今後の参考になればと

思います。 

 

 7 月 19 日(水)未明に、湊・川岸・上の原地区などで土石流が発生しました。 

市では、午前 5時 40 分に「岡谷市災害対策本部」を設置して、情報収集と対策に 

あたりました。災害発生当初、湊地区で 5名、川岸地区で 2名の行方不明者がおり、

捜索には、自衛隊、警察、消防署員・団員、緊急援助隊などであたり懸命な捜索活

動が行われました。今回の災害では、死傷者 19 名（死者 8名、重症 1名、中等症 2

名、軽症 8 名）を出すという、市制はじまって以来かつて無いほどの大災害となっ

てしまいました。 

 

・湊地区は今回の災害の最大被害地区で、死者 7 名、家屋の全壊

10 棟、半壊 14 棟、一部破損 3 棟、床上浸水 24 棟、床下浸水 85

棟の被害がありました。 

 

・川岸地区では、橋原(志平）、鮎沢、駒沢、三沢、新倉地区で災

害が発生しました。なかでも橋原(志平)地区では、死者 1 名が出

てしまいました。家屋の全壊 3棟、半壊 8棟、一部破損 10 棟、床

上浸水 28 棟、床下浸水 125 棟の被害がありました。 

 

・上の原小学校では、裏山から土砂が流れ下り、校舎裏にある洗

心荘の駐場を通って体育館や高学年棟を直撃しました。土砂は窓

を突き破り体育館の半分を埋め、泥水は教室や事務室などにも浸

入しました。 

 

 市内で発生した土砂災害のうち、川岸地区の橋原や鮎沢で起きた土砂災害につい 
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て、現地踏査をした信州大学自然災害科学研究会の会員で公文富士夫信大理学部教 

授と大塚勉助教授は 30 日、現地で中間報告した。今回の災害を、沢の上流部で大量 

の水を含んだ土砂が液状化して崩壊し、多量の泥水が流れ下った「洪水型」だった 

とし、「多量の水が主要因となった」(大塚助教授)との見方を示した。 

 

公文教授らは橋原や鮎沢地区での土石流の特徴として、▽最上流部で土砂が流れ

出た場所は比較的傾斜が緩やか ▽最上流部から流れ出た土砂の量は下流の災害規

模に直接影響はない ▽途中の沢底が大きく削り取られ下流に達した ▽大きな岩

の塊が流れた跡はほとんどない―などと指摘。 これらから、災害は最上流部でたま

った水が一気に噴出し、沢に流れる水を集め周辺の表土の部分を削り取りながら谷

を下り集落を襲った、と分析している。主に細粒の土砂が流出し、粘性の低い多量

の泥水が流れ出たことから、岩石や泥が固まりとなって流れる典型的な土石流とは

質の違う「洪水型」と位置づけた。 

 

湊地区の土石流災害は、地形が川岸地区の場合より急斜面で発生している点や、

下流の災害状況が土石流となっている点で違いがあることから、「今後の調査が必

要」としながらも、最上流の状況から「同じ視点で」（大塚助教授）発生メカニズム

を調査する方針でいる。                7 月 31 日付 長野日報 

 

湊地区での土石流について、信大農学部の北原曜教授（治山学）らの研究グルー

プは、流速が時速約 25－26 キロでほぼ一定のまま住宅地に達したと推定した。北原

教授は「それほど速くなかったが、土砂が流れた小田井沢川流域は直線的で障害物

も少ないため下流の住宅地で被害が大きくなった可能性がある」としている。 

   

北原教授らは、湊地区の住宅地から約１キロ上部の土石流発生地点付近と住宅地

近くの谷筋の流れがカーブしている計 2 カ所で、土石流が斜面にどれだけ乗り上げ

たかなどを測量し、流速の推定値を算出した。建物などへの土石流の圧力（流体力）

は、1平方メートル当たり少なくとも 300 トンだったと推定している。 

  

砂防学会などによると、1996 年 12 月の北安曇郡小谷村の蒲原沢土石流災害の推

定流速は時速約 27－58 キロ。北原教授は、小田井沢川流域が平均斜度 9度と緩やか

なため「それほど速くならなかった」とした。一方で、土石流が発生した谷筋から

住宅地までは大きな蛇行がなく、中流部より下では立ち木などの障害物がない場所

があるため「途中で失われるエネルギーが少なかった」とみている。  

8 月 2 日付 信濃毎日新聞 

 

冒頭でお話しましたが、誰もがこれほどの災害が岡谷市で起きるとは想像もつか

なった状態ですが、改めて災害とは予想も付かない所に起きるとしみじみ感じまし

た。今までは仕事柄、東海沖地震の強化地域の指定になりましたのでお話は地震災

害一本に絞っていました。それでは、東海沖地震は 100-150 年周期で必ず起きると

過去からのデータで出ています。今年は前回から 152 年目になっています。地震の

エネルギーがハイパワーに溜まっていると思われます。防災の話の時には地震に備 

 



えた体制を取って頂く様にお願いをしていましたが、今回の様な豪雨災害に見舞わ

れてしまいました。 

 

今回の災害は湊、川岸に大きな被害を出しましたが、岡谷市の災害対策も集中的

にそこに取り組めました。が、もし東海沖地震のような岡谷市全体に及ぶ被害とな

れば今回の様な対処が出来るかどうかという問題が残されました。消防の戦力は大

きな災害を考えて装備されていません。消防の戦力を上回る災害が起きた場合は対

処出来なくなる事が予想されます。どうか自分の命、街は自分で守る。その精神で

災害への対処をよろしくお願いします。また、今回の大災害に対して長期間に渡り

消防団員に仕事を休ませ派遣して頂きました企業の方々に心よりお礼申し上げます。 

 

 さて、住宅用火災警報器の設置義務が生じてきましたので、少し説明

させて頂きます。会社や工場等には面積の大きさにより設置が義務付け

られていますが、今年の 6月 1日から新築住宅についても設置が義務付

けられました。既存の住宅に付きましては平成 21 年 6 月 1 日から義務

付けられます。 

ではなぜ必要かと言いますと、火災が起きた時の逃げ遅れによる死者が多いと言

う事です。半数以上が高齢者です。警報機を付ける事により 3 分の 1 まで火災によ

る死者が軽減されました。設置場所は寝室、寝室のある階段の天井、台所等にお願

いしています。警報機には熱式、煙式があり、乾電池式、ＡＣ100Ｖ式があります。

家電量販店で 4000 円～1 万円程で購入できます。平成 21 年より義務付けられます

ので、今後の設置をお考え下さい。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

宮坂伸・小口泰史・井上保子・平沢清文・小口雅弘  本日は消防署より山崎様、

青島様のお二方の卓話、よろしくお願いします。 

小野仁  久しぶりに埔里へ行って交流を深めて来ました。 

矢島實・尾関秀雄・永田修平・竹村一幸  諏訪圏工業メッセ大成功、おめでとう。 

太田博久・山崎典夫・高木昭好・山岸邦太郎・林靖高・此田滋・矢崎宏明  今年

はキノコが豊作です。 

坂井忠彦・藤森睦美・山岡正邦・北澤弘  天高く馬肥ゆる秋です頑張りましょう。 
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出 席 報 告 

2006-2007 年度 RI ﾃｰﾏ
率先しよう  
ＬＥＡＤ ＴＨＥ ＷＡＹ

会員数５１名、出席者３４名、出席率６６.６７％、前々回訂正１００％ 


